
25

03

13

日
刊
工
業
新
聞

N
O

.

ペ
ー
ジ

年
月
日

無
断
転
載

・
複
写
禁
止

㈱
日
刊
工
業
新
聞
社

27

に
計
測
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
変
位
計
測
を
実
現
す

る
手
段
と
し
て
、
レ
ー
ザ

ー
干
渉
計
が
広
く
用
い
ら
差
で
あ
る
。
周
期
誤
差
誤
差
を
低
減
す
る
目
的
で
よ
り
、
自
身
の
信
号
に
含
差
は
数
値
処
理
で
そ
の
大
i

れ
て
い
る
。
レ
ー
ザ
ー
干
は
、
レ
ー
ザ
ー
波
長
の
整
レ
ー
ザ
ー
干
渉
計
の
研
究
ま
れ
る
周
期
誤
差
を
1
ヂ
半
が
低
減
で
き
る
が
、
一
i

渉
計
は
、
安
定
的
な
レ
ー
数
分
の
1
の
ピ
ッ
チ
で
周
開
発
を
行
っ
て
い
る
。
ま
討
（
ピ
コ
は

1
兆
分
の
部
で
残
存
す
る
周
期
誤
差
i

ザ
ー
光
源
の
波
長
を
基
準
期
的
に
発
生
す
る
誤
差
の
ず
、
干
渉
計
自
身
の
干
渉
1

)

程
度
ま
で
検
出
で
き
も
存
在
す
る
。
残
存
成
分
一

と
し
た
信
頼
性
の
高
い
計
こ
と
で
あ
り
、
光
学
素
子
信
号
の
歪
み
か
ら
周
期
誤
る
よ
う
に
な
っ
た
。
を
詳
し
く
調
べ
た
結
果
、
i

測
技
術
で
あ
る
が
、
正
確
の
不
完
全
性
な
ど
が
原
因
差
を
正
確
に
検
出
す
る
手
次
に
周
期
誤
差
の
低
減
光
学
素
子
の
表
面
と
計
測
i

な
計
測
値
を
得
る
に
は
、
と
な
っ
て
一
般
的
に
数
戸
法
を
開
発
し
た
。
こ
れ
に
に
取
り
組
ん
だ
。
周
期
誤
対
象
と
の
間
で
生
じ
る
多
i

波

長

の

決

定

誤

差

、

空

気

賢

程

度

の

大

き

さ

と

な

重

反

射

が

原

因

で

あ

る

と

’

屑
率
の
補
正
誤
差
、
ア
る
。
周
期
誤
差
の
大
き
さ
分
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
多
~

ッ

ベ

誤

差

、

周

期

誤

差

な

は

固

定

値

で

あ

る

た

め

、

重

反

射

が

起

き

な

い

レ

ー

一

ど

の

誤

差

要

因

の

低

減

が

計

測

す

る

変

位

が

小

さ

く

ザ

ー

干

渉

計

を

新

た

に

開

臣

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

不

可

欠

で

あ

る

。

な

る

と

相

対

的

に

そ

の

影

発

し

た

と

こ

ろ

、

周

期

誤

た

。

こ

の

干

渉

計

モ

ジ

ュ

に

も

取

り

組

ん

で

い

る

。

近

年

、

半

導

体

デ

バ

イ

レ

ー

ザ

ー

干

渉

計

で

響

が

増

大

す

る

。

差

が

数

ざ

賢

ま

で

低

減

で

ー

ル

を

活

用

し

て

、

リ

ニ

今

回

開

発

し

た

技

術

を

ス

の

製

造

技

術

や

そ

の

検

は

、

特

に

小

さ

い

変

位

を

き

た

。

ア

エ

ン

コ

ー

ダ

ー

な

ど

の

活

用

し

た

新

し

い

ア

プ

リ

査

技

術

の

発

展

に

伴

い

、

計

測

す

る

際

の

誤

差

が

大

高

精

度

変

位

セ

ン

サ

ー

の

ケ

ー

シ

ョ

ン

を

提

案

し

、
モ
ジ
ュ
ー
ル
化

数

戸

討

（

ナ

ノ

は

1

0

億

分

き

い

こ

と

が

問

題

で

あ

周

期

誤

差

評

価

に

取

り

組

さ

ま

ざ

ま

な

計

測

分

野

の

の
1
)
か
ら
1
討

程

度

ま

る

。

そ

の

原

因

が

周

期

誤

ま

た

、

開

発

し

た

干

渉

ん

で

い

る

。

ま

た

、

こ

の

干

課

題

解

決

を

図

る

こ

と

で

幅

広

い

範

囲

の

変

位

計

を

小

型

モ

ジ

ュ

ー

ル

化

渉

計

モ

ジ

ュ

ー

ル

を

組

み

で

、

産

業

界

の

発

展

に

貢

（

試

料

の

移

動

距

離

お

よ

し

、

そ

の

数

ざ

討

周

期

誤

込

ん

だ

超

高

精

度

走

査

型

献

し

て

い

き

た

い

。

び

そ

の

方

向

）

を

高

精

度

差

の

実

現

に

も

成

功

し

ト

ン

ネ

ル

顕

微

鏡

の

開

発

（

木

曜

日

に

掲

載

）

試
料
の
変
位
計
測

技術で
末

⑲ 

ー産巌1/1の挑戦一

レ
ー
ザ
ー
千
渉
計
高
度
化

産
業
技
術
総
合
研
究
所

（
産
総
研
）
で
は
、
周
期

信
号
の
歪
み
活
用

開発した小型干渉計モジュール

射出窓に傾斜を追加

（多重反射を防止）して

周期誤差低減

多
頂
反
射
防
ぎ
誤
差
低
減
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研究部門長さ標準研
究グループ主任研究員

堀泰明

大阪府出身。学生時代は生体光計
測、 2006年の入所後は固体屈折率標
準の整備、微小角入射X線小角散乱
法の開発などに従事。広く光計測の
研究に携わってきた。今では干渉計
モジュールの小型化・喬精度化に日
々いそしんでいる。目的に応じた干
渉言十の設計が可能なので、興味のあ
る方はご相談を。
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